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樂
書
巻
第
九
十
四

a

孟
子
訓
義

b

離
婁
上

c　

萬
章
上　

萬
章
下

離
婁
上

d

孟
子
曰
、
仁
之
實
、
事
親
是
也
。
義
之
實
、
從
兄
是
也
。
智
之
實

e
、
知

斯
二
者
弗
去
是
也
。
禮
之
實
、
節
文
斯
二
者
是
也
。
樂
之
實
、
樂
斯
二
者
是

也
。

道
徳
不
廢

f
、
安
取
仁
義
、
性
情
不
離
、
安
用
禮
樂
。
仁
義
出
於
道

徳
、
而
爲
禮
樂
之
體
、
禮
樂
出
於
性
情
、
而
爲
仁
義
之
用
。
仁
者
愛
也
、

其
本
在
孝
、
而
其
實
見
於
事
親
、
則
凡
移
之
於
事
君
者
、
皆
仁
之
華
也
。

義
者
宜
也
、
其
本
在
悌
、
而
其
實
見
於
從
兄
、
則
凡
移
之
於
從
長
者
、
皆

義
之
華
也
。
智
之
實
在
於
知
仁
義
、
而
其
華
見
於
前
識
。
禮
之
實
在
於
節

文
仁
義
、
而
其
華
見
於
威
儀
。
樂
之
實
在
於
樂
仁
義
、
而
其
華
見
於
節

奏
。孩

提
之
童
無
不
知
愛
其
親
、
及
其
長
也
無
不
知
敬
其
兄
。
豈
非
智
之
實

在
於
知
仁
義
歟
。
合
父
子
之
親
、
明
長
幼
之
序
、
則
禮
制
行
矣
。
豈
非
禮

之
實
在
於
節
文
仁
義
歟
。
父
母
倶
存
、
兄
弟
無
故
、
君
子
樂
之
、
雖
王
天

下
、
不
與
存
焉
。
豈
非
樂
之
實
在
於
樂
仁
義
歟
。

樂
以
樂
天
爲
至
、
仁
義
則
人
道
也
。
故
於
樂
特
言
樂
斯
二
者
而
已
。
今

夫
華
者
實
之
所
自
出
、
華
無
實
則
文
勝
質
、
實
無
華
則
質
勝
文
。
自
堯
舜

至
於
周
、
其
文
質
未
嘗
不
彬
彬
也
。
周
道
衰
、
天
下
以
文
滅
質
、
述
墨
氏

兼
愛
之
道
、
如
夷
之
而
不
知
有
仁
之
實
、
述
楊
氏
爲
我
之
道
、
如
告
子
而

不
知
有
義
之
實
。
其
流
至
於
仲
子
離
母
之
不
仁
、
避
兄
之
不
義
。
故
孟
子

反
仁
義
之
華
、
而
歸
之
實
。
猶
物
生
之
運
、
春
則
榮
華
而
去
本
、
秋
則
落

其
華
而
實
之
者
也
。
孟
子
言
仁
義
之
實
、
以
救
當
世
逐
末
之
弊
。
與
老
子

言
道
徳
終
於
見
素
抱
樸
同
意
。

［
校
勘
］

a　
「
樂
書
巻
第
九
十
四
」　

四
庫
全
書
本
は
「
樂
書
巻
九
十
四
」
に
作

る
。
ま
た
四
庫
全
書
本
に
は
こ
の
行
の
前
に
「
欽
定
四
庫
全
書
」
の
一

行
が
あ
る
。

b　

四
庫
全
書
本
は
、「
樂
書
巻
九
十
四
」
と
「
孟
子
訓
義
」
の
間
に

陳
暘
孟
子
訓
義
校
釈
（
四
）

児
玉
憲
明
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「
宋
陳
暘
撰
」
の
一
行
が
あ
る
。
方
濬
師
本
に
は
「
宋
宣
徳
郎
秘
書
省

正
字
陳
暘
譔
」
の
一
行
が
あ
る
。

c　
「
離
婁
上
」　

諸
本
「
離
婁
下
」
に
作
る
が
、
本
条
お
よ
び
続
く
「
樂

則
生
矣
」
条
は
い
ず
れ
も
『
孟
子
』
の
「
離
婁
章
句
上
」
に
属
す
る
。

よ
っ
て
改
め
た
。

d　

同
上
。

e　
「
智
之
實
」　

四
庫
全
書
本
「
知
之
實
」
に
作
る
。

f　
「
道
徳
不
廢
」　

諸
本
「
不
散
」
に
作
る
。
以
下
四
句
は
『
莊
子
』

（
馬
蹄
篇
）
の
引
用
で
あ
る
が
、
現
行
『
莊
子
』
は
「
道
徳
不
廢
」
に

作
る
。
ま
た
『
樂
書
』
の
巻
十
三
（
禮
記
訓
義
）、
巻
八
十
五
（
論
語

訓
義
）
も
『
莊
子
』
の
同
じ
句
を
引
く
が
、
そ
こ
で
は
『
莊
子
』
に
同

じ
く
「
不
廢
」
に
作
る
。
よ
っ
て
こ
こ
の
「
不
散
」
は
刊
刻
の
誤
り
と

考
え
「
不
廢
」
に
改
め
た
。
た
だ
し
「
道
徳
不
散
」
の
ま
ま
で
意
が
通

じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　［
訳
］孟

子
曰
く
、「
仁
の
實
は
親
に
事
ふ
る
、
是
れ
な
り
。
義
の
實
は
兄
に
從

ふ
、
是
れ
な
り
。
智
の
實
は
斯
の
二
者
を
知
り
て
去
ら
ざ
る
、
是
れ
な
り
。

禮
の
實
は
斯
の
二
者
を
節
文
す
る
、
是
れ
な
り
。
樂
の
實
は
斯
の
二
者
を
樂

し
む
、
是
れ
な
り
」
と
。

「
道
徳
が
す
た
れ
な
い
の
な
ら
、
仁
義
な
ど
必
要
だ
ろ
う
か
。
性
情
が
正

し
い
あ
り
か
た
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
い
の
な
ら
、
礼
楽
な
ど
必
要
だ
ろ
う

か
1
」〔
と
荘
周
は
い
う
。〕
仁
義
は
道
徳
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、〔
仁
義

は
〕
礼
楽
の
〈
体
〉
で
あ
る
。
礼
楽
は
性
情
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、〔
礼

楽
は
〕
仁
義
の
〈
用
〉
で
あ
る
。「
仁
」
は
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

〈
根
本
〉
は
「
孝
」
に
あ
り
、
そ
の
〈
実
〉
は
親
に
仕
え
る
こ
と
と
し
て
具

体
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
君
主
に
仕
え
る
こ
と
に
応
用
す
る
の
は
す

べ
て
「
仁
の
〈
花
〉」
な
の
で
あ
る
。「
義
」
は
宜
（
正
し
い
こ
と
）
で
あ

る
。
そ
の
〈
根
本
〉
は
「
悌
」
に
あ
り
、
そ
の
〈
実
〉
は
兄
に
従
う
こ
と
と

し
て
具
体
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
長
上
を
敬
う
こ
と
に
応
用
す
る
の

は
す
べ
て
「
義
の
〈
花
〉」
な
の
で
あ
る
。「
智
」
の
〈
実
〉
は
仁
義
を
理

解
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
〈
花
〉
は
予
見
す
る
能
力

�
と
し
て
具
体
化
す

る
。「
礼
」
の
〈
実
〉
は
仁
義
を
整
備
し
て
装
飾
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の

〈
花
〉
は
儀
礼
の
偉
容
や
作
法
と
し
て
具
体
化
す
る
。「
楽
」
の
〈
実
〉
は
仁

義
を
楽
し
む
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
〈
花
〉
は
音
楽
の
演
奏
と
し
て
具
体
化
す

る
。「

幼
児
で
さ
え
も
自
分
の
親
に
親
し
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
。
成

長
す
る
と
、
自
分
の
兄
を
敬
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い

3
」
と
い
う
こ

と
が
、
こ
こ
の
「
智
の
実
は
仁
義
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
」
で
は
な
か
ろ

う
か
。「
父
と
子
の
親
愛
の
情
を
合
わ
せ
長
幼
の
序
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
礼

は
う
ま
く
行
わ
れ
る

4
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
の
「
礼
の
果
実
は
仁
義
を

整
備
し
て
装
飾
す
る
す
る
こ
と
に
あ
る
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
父
母
と
も

に
健
在
で
兄
弟
に
事
故
が
な
い
こ
と
を
君
子
は
喜
び
と
す
る
。
王
者
と
し

て
天
下
に
君
臨
す
る
こ
と
は
君
子
の
喜
び
に
は
入
ら
な
い

5
」
と
い
う
こ
と

が
、
こ
こ
の
「
楽
の
果
実
は
仁
義
を
楽
し
む
こ
と
に
あ
る
」
で
は
な
か
ろ
う
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か
。音

楽
は
、
天
を
楽
し
む
の
が
至
高
の
あ
り
か
た
で
あ
る
が
、
仁
義
は
人
の

道
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
音
楽
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
わ
ざ
わ

ざ
「
こ
の
二
者
（
仁
と
義
）
を
楽
し
む
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
〈
花
〉
と
は
、
そ
こ
か
ら
〈
実
〉
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。〈
花
〉
だ
け

で
〈
実
〉
が
な
い
の
は
「
文
が
質
に
勝
る

6
」
こ
と
に
な
り
、〈
実
〉
だ
け

で
〈
花
〉
が
な
い
の
は
「
質
が
文
に
勝
る
」
こ
と
に
な
る
。
堯
・
舜
の
世

か
ら
周
王
朝
ま
で
は
、
装
飾
と
実
質
の
調
和
が
と
れ
て
美
し
く
輝
い
て
い

た
。
周
が
衰
微
す
る
と
、
天
下
こ
ぞ
っ
て
過
剰
な
装
飾
に
よ
っ
て
実
質
を
滅

ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
墨
子
の
「
他
者
を
博
く
愛
す

7
」
の
教
え
を
広
め
た
結

果
、
あ
の
夷
之
の
よ
う
に
「
仁
の
〈
実
〉」
が
あ
る
の
を
知
ら
ぬ
者
が
あ
ら

わ
れ
た

8
。
楊
朱
の
「
た
だ
た
だ
自
分
の
利
益
を
考
え
る

9
」
の
教
え
を
広

め
た
結
果
、
あ
の
告
子
の
よ
う
に
「
義
の
〈
実
〉」
が
あ
る
の
を
知
ら
ぬ
者

が
あ
ら
わ
れ
た

10
。
こ
の
風
潮
は
つ
い
に
、
仲
子
の
母
を
棄
て
る
不
仁
、
兄

を
避
け
る
不
義
に
ま
で
至
っ
た

11
。
こ
う
し
た
わ
け
で
孟
子
は
、「
仁
義
の

〈
花
〉」
か
ら
戻
っ
て
「
仁
義
の
〈
実
〉」
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
ち
ょ
う
ど
生
物
の
生
成
の
循
環
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
春
に
は
花
が

開
い
て
根
元
を
離
れ
、
秋
に
は
そ
の
花
が
散
っ
て
果
実
と
な
る
。
孟
子
は

「
仁
義
の
果
実
」
を
取
り
上
げ
て
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
些
末
な
こ
と
を
追

求
す
る
当
時
の
悪
弊
を
改
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
老
子
が
道
徳
に
つ
い

て
論
じ
て
「
素
絹
を
身
に
着
け
白
木
の
装
飾
品
を
持
つ

12
」
と
言
っ
た
の
と

趣
旨
は
同
じ
で
あ
る
。

［
注
］1　

『
莊
子
』（
馬
蹄
篇
）
に
よ
る
。「
道
徳
が
す
た
れ
て
い
な
い
の
な
ら

仁
義
な
ど
必
要
あ
る
ま
い
。
人
間
の
本
来
の
性
情
が
発
揮
で
き
て
い
る

な
ら
礼
楽
な
ど
必
要
あ
る
ま
い
（
道
徳
不
廢
、
安
取
仁
義
、
性
情
不

離
、
安
用
禮
樂
）」
と
あ
る
。

2　

原
文
は
「
前
識
」。『
老
子
』（
王
弼
本
三
十
八
章
）
に
「
予
見
す
る

力
は
道
の
華
で
あ
る
が
、
愚
か
な
こ
と
の
へ
出
発
で
あ
る
。
よ
っ
て

大
丈
夫
は
厚
い
所
に
身
を
置
い
て
薄
っ
ぺ
ら
な
所
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、

〈
実
〉
を
守
っ
て
〈
華
〉
に
近
づ
か
な
い
（
前
識
者
道
之
華
、
而
愚
之

始
。
是
以
大
丈
夫
處
其
厚
、
不
居
其
薄
、
處
其
實
、
不
居
其
華
）」
と

あ
る
。「
前
識
」
が
「
華
」
と
「
実
」
の
比
喩
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い

る
の
で
、「
訓
義
」
も
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
老

子
』
で
は
「
華
」
と
「
前
識
」
が
否
定
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
趣
旨
が

異
な
る
。

3　
『
孟
子
』（
盡
心
章
句
上
）
の
語
。「
幼
児
も
自
分
の
親
を
愛
す
る
こ

と
を
知
ら
ぬ
者
は
な
く
、
成
長
す
る
と
兄
を
敬
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
者
は

な
い
。
親
に
親
し
む
の
は
仁
の
徳
で
、
長
上
を
敬
う
の
は
義
で
あ
る

（
孩
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
者
。
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其
兄
也
。

親
親
仁
也
、
敬
長
義
也
）」
と
あ
る
。

4　
『
禮
記
』（
樂
記
）
に
、「
父
子
の
親
愛
を
合
わ
せ
、
長
幼
の
序
列
を

明
ら
か
に
し
、
天
下
を
敬
愛
す
る
。
天
子
み
ず
か
ら
そ
の
よ
う
で
あ
れ

ば
礼
が
行
き
渡
る
（
合
父
子
之
親
、
明
長
幼
之
序
、
以
敬
四
海
之
内
、

天
子
如
此
、
則
禮
行
矣
）」
と
あ
る
。
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5　
『
孟
子
』（
盡
心
章
句
上
）
の
語
。「
君
子
に
は
三
つ
の
喜
び
が
あ
る

が
、
天
下
に
王
者
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
は
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
父

母
が
健
在
で
兄
弟
が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
第
一
の
喜
び
（
君
子
有
三

樂
、
而
王
天
下
不
與
存
焉
、
父
母
倶
存
、
兄
弟
無
故
、
一
樂
也
）」
と

あ
る
。

6　

以
下
の
「
文
」
と
「
質
」
を
め
ぐ
る
論
述
は
『
論
語
』（
雍
也
）
を

踏
ま
え
る
。「
質
が
文
に
ま
さ
る
と
野
蛮
で
、
文
が
質
に
ま
さ
る
と
役

人
だ
。
文
と
質
が
美
し
く
調
和
し
て
こ
そ
君
子
だ
（
質
勝
文
則
野
、
文

勝
質
則
史
、
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
）」
と
あ
る
。

7　

墨
子
の
「
兼
愛
」
の
主
張
を
批
判
し
た
孟
子
の
言
説
は
、「
滕
文
公

章
句
下
」
に
見
え
る
。「
墨
子
の
〈
兼
愛
〉
の
主
張
は
父
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
こ
と
だ
。
父
と
主
君
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
の
は
鳥
獣
で
あ

る
（
墨
氏
兼
愛
、
是
無
父
也
、
無
父
無
君
、
是
禽
獸
也
）」
と
あ
る
。

8　
『
孟
子
』（
滕
文
公
章
句
上
）
に
よ
る
。
墨
子
の
学
説
を
奉
じ
る
夷
之

な
る
者
を
孟
子
が
批
判
す
る
一
節
で
あ
る
。
夷
之
は
「
儒
者
の
主
張
で

は
『
古
人
は
親
が
赤
子
を
愛
す
る
よ
う
に
人
民
を
治
め
た
』
と
い
う

が
、
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
私
が
思
う
に
、
そ
も
そ
も
愛
情
に
差
別

は
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
は
身
近
な
肉
親
へ
の
愛
か
ら
始
め

よ
う
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
（
儒
者
之
道
、
古
之
人

若
保
赤
子
、
此
言
何
謂
也
、
之
則
以
爲
愛
無
差
等
、
施
由
親
始
）」
と

述
べ
、
孟
子
が
こ
れ
を
非
難
し
て
い
る
。

9　
『
孟
子
』（
滕
文
公
章
句
下
）
に
、「
楊
朱
の
〈
自
分
の
た
め
に
す
る
〉

と
い
う
主
義
は
、
君
主
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
だ
（
楊
氏
爲
我
、

是
無
君
也
）」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

10　
『
孟
子
』（
公
孫
丑
章
句
上
）
に
よ
る
。
孟
子
は
「
義
は
内
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
で
、
外
に
あ
る
も
の
を
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う

趣
旨
を
述
べ
、
続
け
て
「
私
が
告
子
は
ま
だ
義
を
理
解
し
て
い
な
い
と

し
た
の
は
、
義
を
外
に
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
我
故
曰

告
子
未
嘗
知
義
、
以
其
外
之
也
）」
と
評
し
て
い
る
。

11　
『
孟
子
』（
滕
文
公
章
句
下
）
に
よ
る
。
仲
子
は
斉
の
陳
仲
子
。
仲
子

を
清
廉
な
人
物
だ
と
す
る
匡
章
に
孟
子
が
反
論
す
る
一
節
で
あ
る
。
陳

仲
子
の
家
は
代
々
斉
国
に
仕
え
る
名
家
で
、
彼
の
兄
は
高
禄
を
得
て
い

る
が
、
仲
子
は
そ
れ
を
「
不
義
の
禄
」
と
考
え
、
家
を
出
て
あ
え
て
貧

困
に
身
を
置
い
た
。
孟
子
は
こ
の
行
為
を
「
兄
を
避
け
て
母
を
離
れ
る

（
辟
兄
離
母
）」
誤
っ
た
も
の
で
、「
ミ
ミ
ズ
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
く
て

は
自
分
の
主
張
は
全
う
で
き
ま
い
（
蚓
而
後
充
其
操
者
也
）」
と
激
し

く
指
弾
し
て
い
る
。

12　
『
老
子
』（
王
弼
本
十
九
章
）
に
よ
る
。
聡
明
と
知
識
、
仁
と
義
、
技

巧
と
利
益
を
捨
て
去
っ
て
人
間
本
来
の
あ
り
か
た
に
復
帰
す
べ
き
こ
と

の
主
張
で
あ
る
。
染
め
て
い
な
い
絹
（
素
）
と
切
り
出
し
た
ま
ま
の
材

木
（
樸
）
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。

樂
則
生
矣
。
生
則
惡
可
已
。
惡
可
已
、
則
不
知
足
之
蹈
之
、
手
之
舞
之

也
a
。
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人
之
性
、
流
通
則
生
、
厭
塞
則
熄
。
樂
出
於
性
、
樂
其
所
自
生
者
也
。

樂
記
曰
、
致
樂
以
治
心
、
則
易
直
子
諒
之
心
油
然
生
矣
。
易
直
子
諒
之
心

生
則
樂
。
樂
則
安
、
安
則
久
、
久
則
天
、
天
則
神
。
樂
之
生
也
如
此
、
其

可
已
乎
。
故
由
事
親
之
實
、
至
於
仁
眇
天
下
、
由
從
兄
之
實
、
至
於
義
眇

天
下
、
由
智
之
實
、
其
大
至
於
觀
遠
近
、
由
禮
之
實
、
其
節
至
於
同
天

地
、
樂
之
生
不
已
而
極
於
日
新
之
盛
、
則
天
機
自
動
、
所
造
皆
適
。
足
不

知
所
蹈

b
、
手
不
知
所
舞
、
而
有
盡
性
術
之
變
。
豈
非
眞
人
之
息
以
踵
而

天
機
發
於
此
歟
。
孟
子
言
樂
及
於
是
、
亦
歸
根
反
本
之
意
也
。

詩
序
言
手
之
舞
之
足
之
蹈
之
、
與
孟
子
不
同
者
、
蓋
詩
序
言
情
動
於
中

而
形
於
外
、
則
始
而
有
終
、
故
先
手
舞
後
足
蹈
。
孟
子
言
樂
之
生
惡
可

已
、
則
終
而
有
始
、
故
先
足
蹈
後
手
舞
。

［
校
勘
］

a　
「
舞
之
也
」　

諸
本
同
じ
。
現
行
本
『
孟
子
』
に
は
「
也
」
の
字
が
無

い
。

b　
「
所
蹈
」　

方
濬
師
本
「
所
造
」
に
造
る
。

［
訳
］樂

し
め
ば
則
ち
生
ず
。
生
ず
れ
ば
則
ち
惡
ん
ぞ
已
む
可
け
ん
や
。
惡
ん

ぞ
已
む
可
け
ん
と
な
ら
ば
則
ち
足
の
之
を
蹈
み
、
手
の
之
を
舞
ふ
を
知
ら

ざ
る
な
り
。

人
の
性
は
、
流
通
す
れ
ば
生
ま
れ
、
閉
塞
す
る
と
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
音

楽
は
人
の
性
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
生
ま
れ
る
根
源
を
楽
し

む
も
の
で
あ
る
。「
楽
記
」
に
は
「
音
楽
を
万
全
に
実
践
し
て
心
を
整
え
る

と
、
平
ら
で
素
直
で
慈
愛
が
あ
り
誠
実
な
心
が
自
然
と
生
ま
れ
る
。
平
ら
で

素
直
で
慈
愛
が
あ
り
誠
実
な
心
が
生
ま
れ
る
と
、
楽
し
く
な
る
。
楽
し
く
な

れ
ば
安
定
し
、
安
定
す
る
と
長
続
き
す
る
。
長
続
き
す
れ
ば
天
道
に
一
致
す

る
。
天
道
に
一
致
す
れ
ば
神
明
に
か
な
う

1
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

楽
し
み
の
感
情
が
生
ま
れ
る
の
だ
か
ら
、
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ

う
い
う
わ
け
だ
か
ら
、「
親
に
つ
か
え
る

2
」
か
ら
出
発
し
て
「
仁
は
天
下

に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る

3
」
に
ま
で
拡
大
し
、「
兄
に
従
う
」
か
ら
出
発
し

て
「
義
は
天
下
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
」
に
ま
で
拡
大
し
、「
仁
義
を
す
て

な
い
」
か
ら
出
発
し
て
、
認
識
能
力
の
大
き
さ
は
「
遠
近
を
観
る

4
」
に
ま

で
拡
大
し
、「
仁
義
の
実
践
を
楽
し
む
」
か
ら
出
発
し
て
、「
そ
の
筋
目
は
天

地
と
同
じ

5
」
に
ま
で
至
る
の
だ
。
楽
し
む
心
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
中
断
せ

ず
「
日
々
新
た
に
な
る

6
」
と
い
う
旺
盛
な
状
態
に
ま
で
な
る
と
、
自
然
の

造
化
の
作
用
が
お
の
ず
か
ら
動
き
始
め
、
す
べ
て
が
心
に
ぴ
っ
た
り
合
い
、

足
は
ど
こ
を
踏
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
手
は
何
を
舞
っ
て
い
る
の
か
わ

か
ら
ず
、
人
の
本
性
が
残
ら
ず
満
足
さ
れ
る

7
の
で
あ
る
。「
真
理
を
体
得

し
た
人
は
踵
の
底
で
呼
吸
す
る

8
」
の
で
、
自
然
の
造
化
の
作
用
が
こ
の
よ

う
に
働
き
出
す
（
足
が
か
っ
て
に
動
く
）
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
孟
子
が
音

楽
を
論
じ
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
言
及
す
る
の
は
、
根
源
に
復
帰
し
、
基
本

に
戻
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
。

「
詩
序
」
に
は
「
手
の
之
を
舞
ひ
、
足
の
之
を
蹈
む

9
」
と
あ
り
、
孟
子
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と
〔
順
序
が
〕
違
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
こ
う
だ
。「
詩
序
」
は
、
情

が
内
面
に
発
動
し
、
そ
れ
が
外
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
ま
ず
起
源
に

始
ま
っ
て
結
末
を
論
じ
た
の
だ
。
だ
か
ら
ま
ず
手
が
動
き
、
後
で
足
を
踏
む

と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
楽
し
い
感
情
が
生
ま
れ
た
ら
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
、
結
末
か
ら
根
本
に
戻
っ
て
論
じ
た
の
だ
。
だ
か

ら
先
に
足
を
踏
む
こ
と
を
言
い
、
手
が
動
く
こ
と
を
後
で
言
っ
た
の
で
あ

る
。

［
注
］1　

『
禮
記
』（
樂
記
）
の
引
用
で
、
原
文
に
ま
っ
た
く
同
じ
。

2　
「
親
に
事
ふ
る
の
實
」
以
下
は
、『
孟
子
』
の
上
文
の
句
で
あ
る
。

3　
「
仁
眇
天
下
」
と
続
く
「
義
眇
天
下
」
の
二
句
は
『
荀
子
』（
王
制

篇
）
に
よ
る
。「
仁
徳
が
天
下
に
行
き
渡
る
の
で
天
下
の
人
は
み
な
親

し
む
。
正
義
が
天
下
に
行
き
渡
る
の
で
天
下
の
人
は
み
な
貴
ぶ
。
威
厳

が
天
下
に
行
き
渡
る
の
で
天
下
の
人
は
対
抗
し
よ
う
と
は
し
な
い
（
仁

眇
天
下
、
故
天
下
莫
不
親
也
。
義
眇
天
下
、
故
天
下
莫
不
貴
也
。
威
眇

天
下
、
故
天
下
莫
敢
敵
也
）」
と
あ
る
。「
眇
」
を
楊
倞
は
「
盡
」
と

し
、「
天
下
の
人
々
す
べ
て
が
王
者
の
仁
徳
を
慕
う
（
盡
天
下
皆
懷
其

仁
）」
と
解
釈
す
る
。「
眇
に
盡
の
訓
は
な
く
、
高
遠
の
意
で
あ
る
」
と

は
王
念
孫
の
説
（『
讀
書
雜
誌
』
八
之
三
）
で
あ
る
が
、「
訓
義
」
は
楊

注
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
て
釈
し
た
。

4　
「
觀
遠
近
」　
『
莊
子
』（
秋
水
篇
）
に
「
大
い
な
る
認
識
力
を
持
っ
た

者
は
深
遠
な
こ
と
も
卑
近
な
こ
と
も
平
等
に
把
握
す
る
（
大
知
觀
於
遠

近
）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
か
。

5　
『
禮
記
』（
樂
記
）
の
「
大
い
な
る
礼
は
天
地
と
同
じ
よ
う
に
も
の
ご

と
に
筋
目
を
つ
け
る
働
き
が
あ
る
（
大
禮
與
天
地
同
節
）」
に
よ
る
か
。

6　
「
日
新
」
は
『
周
易
』（
繋
辭
上
傳
）
の
語
。「（
天
の
）
日
々
に
新
た

な
造
化
の
作
用
を
盛
徳
と
呼
ぶ
（
日
新
之
謂
盛
徳
）」
と
あ
る
。

7　
「
有
盡
性
術
之
變
」
は
『
禮
記
』（
樂
記
）
の
「
音
楽
と
は
楽
し
む
こ

と
を
本
質
と
し
、
人
情
が
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
だ
。
楽
し
ん
だ
時
に

は
、
そ
れ
が
必
ず
声
や
音
と
な
り
、
身
振
り
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
が

人
の
あ
り
よ
う
だ
。
音
声
や
動
作
の
変
化
に
よ
っ
て
人
の
性
質
が
す
べ

て
発
揮
さ
れ
る
（
夫
樂
者
樂
也
、
人
情
之
所
不
能
免
也
、
樂
必
發
於
聲

音
、
形
於
動
靜
、
人
之
道
也
、
聲
音
動
靜
、
性
術
之
變
盡
於
此
矣
）」

に
よ
る
。

8　
『
莊
子
』（
大
宗
師
）
に
よ
る
。
太
古
の
「
真
人
」
は
寝
て
も
夢
を
見

ず
、
覚
め
て
も
心
配
ご
と
が
な
く
、
深
い
呼
吸
を
す
る
こ
と
を
述
べ
、

「
眞
人
の
息
は
踵
を
以
て
し
、
衆
人
の
息
は
喉
を
以
て
す
（
眞
人
之
息

以
踵
、
衆
人
之
息
以
喉
）」
と
い
う
。

9　
『
毛
詩
』
の
い
わ
ゆ
る
「
大
序
」
の
「
詩
」
の
起
源
を
述
べ
た
箇
所

に
よ
る
。「
詩
は
志
の
ゆ
く
所
な
り
（
詩
者
志
之
所
之
也
）」
に
始
ま

り
、「
情
、
中
に
動
き
て
言
に
形
は
る
。
之
を
言
ひ
て
足
ら
ず
、
故
に

之
を
嗟
歎
す
。
之
を
嗟
歎
し
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
永
歌
す
。
之
を
永

歌
し
て
足
ら
ざ
れ
ば
、
手
の
之
を
舞
ひ
足
の
之
を
蹈
む
を
知
ら
ざ
る
な

り
（
情
動
於
中
而
形
於
言
、
言
之
不
足
、
故
嗟
歎
之
、
嗟
歎
之
不
足
、

故
永
歌
之
、
永
歌
之
不
足
、
不
知
手
之
舞
之
、
足
之
蹈
之
也
）」
と
あ
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る
。
孟
子
が
「
足
」
を
「
手
」
よ
り
先
に
い
う
の
に
対
し
、「
詩
序
」

は
「
手
」
か
ら
述
べ
て
お
り
、
順
序
が
異
な
る
。

萬
章
上

謳
歌
者
、
不
謳
歌
益
而
謳
歌
啓
、
曰
吾
君
之
子
也
。

徒
歌
爲
謳
、
永
言
爲
歌
。
是
謳
則
未
免
乎
有
意

a
、
歌
則
適
於
心
之
甚

可
。
謳
歌
者
、
不
謳
歌
堯
之
子
而
謳
歌
舜
者
、
天
與
賢
則
與
賢
故
也
。
謳

歌
者
不
謳
歌
益
而
謳
歌
啓
者
、
天
與
子
則
與
子
故
也
。
由
是
觀
之
、
帝
王

所
爲
固
未
嘗
有
所
容
心
、
一
於
順
天
而
已
。
故
堯
舜
與
賢
而
天
受
之
、
先

天
而
天
不
違
也
。
禹
與
子
而
天
亦
受
之
、
後
天
而
奉
天
時
也
。
禮
運
以
不

獨
子
其
子
爲
道
行
而
大
同
、
以
各
子
其
子
爲
道
隠
而
小
康
。
豈
知
孟
子
所

謂
均
出
天
與
之
意
乎
。

然
舜
以
聖
繼
帝
而
其
迹
晦
、
人
得
而
親
之
、
莫
得
而
譽
之
。
故
其
言
止

於
朝
覲
獄
訟
謳
歌
者
歸
之
而
已
。
啓
以
賢
繼
王
而
其
迹
顯
、
人
非
特
得
而

親
之

b
、
抑
且
譽
之
矣
。
朝
覲
獄
訟
謳
歌
者
歸
之
、
親
之
也
。
曰
吾
君
之

子
、
譽
之
也
。

禮
言
必
先
其
令
聞
、
止
於
三
代
之
王
、
亦
是
意
歟
。
然
朝
覲
獄
訟
者
歸

之
、
非
惟
舜
啓
爲
然
。
文
王
之
時
萬
邦
之
方
、
朝
覲
者
歸
之
也
、
虞
芮
質

厥
成
、
訟
獄
者
歸
之
也
、
下
民
之
王
、
謳
歌
者
歸
之
也
。
彼
其
有
天
下
之

實
如
此
、
卒
不
有
天
下
者
、
時
而
已
矣
。

［
校
勘
］

a　
「
有
意
」　

底
本
「
有
謳
」
に
作
る
。
国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
、
方
濬

師
本
も
同
じ
。
通
じ
な
い
。
四
庫
全
書
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。

b　
「
親
之
」　

方
濬
師
本
「
視
之
」
に
作
る
。

［
訳
］謳

歌
す
る
者
、
益
を
謳
歌
せ
ず
し
て
啓
を
謳
歌
し
、
吾
が
君
の
子
な
り

と
曰
ふ
。

た
だ
歌
う
こ
と
が
「
謳

1
」
で
、
言
葉
を
長
く
発
す
る
の
が
「
歌

2
」
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、「
謳
」
は
か
な
ら
ず
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、「
歌
」
は
心
が
喜
ぶ
も
の
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。
謳
歌
す
る
者

が
堯
の
子
を
謳
歌
せ
ず
に
〔
堯
の
子
で
は
な
い
〕
舜
を
謳
歌
す
る
の
は
、

「
天
が
賢
者
に
王
位
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
賢
者
に
与
え
る

3
」
と

い
う
こ
と
だ
。
謳
歌
す
る
者
が
〔
賢
臣
の
〕
益
を
謳
歌
せ
ず
に
〔
禹
の
子

の
〕
啓
を
謳
歌
す
る
の
は
、「
天
が
子
に
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
子
に

与
え
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
帝
王
の
行
為
は
そ
も
そ
も

私
心
を
挟
む
余
地
は
な
い
の
で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
に
天
に
従
う
だ
け
な
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
堯
と
舜
が
賢
者
に
王
位
を
与
え
て
天
が
そ
れ
を
承
認
し
た
の

は
「
天
に
先
ん
じ
て
天
は
違
は
ず

4
」
で
あ
り
、
禹
が
子
に
王
位
を
与
え
て

天
が
や
は
り
承
認
し
た
の
は
、「
天
に
後
る
る
も
天
の
時
を
奉
ず
る
な
り
」

で
あ
る
。「
禮
運
」
は
、
自
分
の
子
だ
け
を
子
と
す
る
こ
と
の
な
い
世
を
道

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
大
同
と
し
、
自
分
の
子
を
そ
れ
ぞ
れ
の
子
と
す
る
世
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を
道
が
隠
れ
た
小
康
と
定
義
し
た

5
。
孟
子
が
「
天
が
与
え
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
解
釈
し
た
趣
旨
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
舜
は
そ
の
「
聖
性
」
に
よ
っ
て
帝
位
を
継
承
し
た
の

で
、
そ
の
事
跡
は
幽
玄
で
人
は
親
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
褒
め
た
た
え

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
よ
っ
て
「
朝
覲
、
獄
訟
、
謳
歌
す
る
者
が
こ
れ
に
帰

順
し
た

6
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
啓
は
そ
の
「
賢
」
に
よ
っ
て
王
位
を

継
承
し
た
の
で
、
そ
の
事
跡
は
明
瞭
で
人
は
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
こ
れ
を
褒
め
た
た
え
た
の
で
あ
る
。
朝
覲
、
獄
訟
、
謳
歌
す
る
者
が
帰

順
し
た
と
い
う
の
は
親
し
ん
だ
の
で
あ
り
、「
吾
が
君
の
子
」
と
呼
ん
だ
の

は
褒
め
た
た
え
た
の
で
あ
る
。

『
禮
記
』
は
「
か
な
ら
ず
先
祖
の
時
に
高
い
名
声
が
現
れ
る

7
」
と
す
る

説
を
三
代
の
王
者
の
こ
と
に
限
定
し
て
述
べ
て
い
る
が
、
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ

う
。
し
か
る
に
、
朝
覲
、
獄
訟
、
謳
歌
す
る
者
が
帰
順
し
た
の
は
舜
と
啓
だ

け
が
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
文
王
の
時
に
は
「
万
国
が
向
か
う

8
」

と
あ
る
と
お
り
、
朝
覲
す
る
者
が
帰
順
し
た
の
で
あ
り
、「
虞
芮
は
公
正
と

な
る

9
」
と
あ
る
と
お
り
、
獄
訟
す
る
者
が
帰
順
し
た
の
で
あ
り
、「
民
衆

の
王

10
」
と
あ
る
と
お
り
、
謳
歌
す
る
者
が
帰
順
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
文
王
は
天
下
の
実
質
を
手
中
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
最
後
ま
で
〔
王

と
し
て
〕
天
下
を
保
有
し
な
か
っ
た
の
は
、
時
勢
に
よ
っ
て
そ
う
な
っ
た
だ

け
で
あ
る
。

［
注
］1　

『
爾
雅
』（
釋
樂
）
に
「
た
だ
歌
う
の
を
〈
謡
〉
と
い
う
（
徒
歌
謂
之

謠
）」
と
あ
り
、『
毛
詩
』（
園
有
桃
）
の
「
毛
傳
」
に
も
「
曲
合
樂
曰

歌
、
徒
歌
曰
謠
」
と
あ
り
、「
歌
」
と
区
別
し
た
場
合
の
「
謠
」
を
無

伴
奏
の
歌
と
す
る
こ
と
は
通
説
で
あ
る
。
陳
暘
『
樂
書
』
樂
圖
論
・
雅

部
の
「
謠
」
の
項
（
巻
第
一
百
五
十
四
）
も
『
爾
雅
』
を
引
い
て
「
謠
」

を
説
明
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
同
書
同
巻
の
「
謳
」
の
項
に
は
『
孟

子
』
の
「
謳
歌
」
の
条
を
引
く
も
「
謳
は
歌
の
調
子
の
違
う
も
の
で
あ

り
、
歌
は
謳
の
総
称
で
あ
る
（
謳
爲
歌
聲
之
別
調
、
歌
爲
謳
之
総
名
）」

と
述
べ
、
こ
こ
の
定
義
と
は
異
な
る
。「
謳
」
を
「
徒
歌
」
と
釈
す
る

の
は
、
た
と
え
ば
『
楚
辭
』（
大
招
）
の
「
謳
和
揚
阿
」
の
王
逸
注
に

「
徒
歌
曰
謳
」
と
あ
る
。

2　
『
尚
書
』（
舜
典
）
に
「
詩
は
志
を
言
葉
で
述
べ
、
歌
は
そ
の
言
葉
に

長
い
節
を
つ
け
る
（
詩
言
志
、
歌
永
言
）」
と
あ
る
。

3　
『
孟
子
』
の
上
文
の
引
用
。
続
く
句
も
同
じ
。「
天
與
賢
則
與
賢
、
天

與
子
則
與
子
」
で
、「
訓
義
」
の
引
用
は
『
孟
子
』
に
同
じ
。

4　
『
周
易
』（
文
言
傳
）
に
よ
る
。
続
く
句
も
同
じ
。「
そ
れ
大
人
は
天

地
と
其
の
徳
を
合
し
」
に
始
ま
り
「
天
に
先
立
っ
て
行
動
し
て
も
天
の

理
法
に
反
す
る
こ
と
な
く
、
天
に
遅
れ
て
行
動
し
て
も
天
の
理
法
を
守

る
こ
と
に
な
る
（
先
天
而
天
弗
違
、
後
天
而
奉
天
時
）」
と
あ
る
。

5　
『
禮
記
』（
禮
運
）
に
よ
る
。「
大
同
」
に
つ
い
て
は
「
大
道
の
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
は
、
天
下
は
万
人
の
も
の
と
さ
れ
…
…
自
分
の
親

だ
け
を
親
と
せ
ず
、
自
分
の
子
だ
け
を
子
と
せ
ず
…
…
こ
れ
を
大
同
の

世
と
い
う
（
大
道
之
行
也
、
天
下
爲
公
…
…
不
獨
親
其
親
、
不
獨
子
其

子
…
…
是
謂
大
同
）」
と
あ
り
、「
小
康
」
に
つ
い
て
は
「
大
道
が
お
こ
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な
わ
れ
な
く
な
り
、
天
下
を
我
が
も
の
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
親
を
親
と
し
、
自
分
の
子
を
子
と
す
る
…
…
こ
れ
を
小
康

の
世
と
い
う
（
今
大
道
既
隱
、
天
下
爲
家
、
各
親
其
親
、
各
子
其
子

…
…
是
謂
小
康
）」
と
あ
る
。

6　
『
孟
子
』
の
上
文
に
よ
る
。
堯
が
崩
じ
る
と
舜
は
堯
の
子
に
遠
慮
し

て
身
を
引
い
た
が
、「
諸
侯
は
み
な
堯
の
子
で
は
な
く
舜
に
拝
謁
し
、

訴
訟
を
起
こ
す
者
は
み
な
舜
を
た
よ
り
、
徳
を
た
た
え
る
者
は
み
な
舜

を
ほ
め
た
た
え
た
（
天
下
諸
侯
朝
覲
者
、
不
之
堯
之
子
而
之
舜
、
訟
獄

者
、
不
之
堯
之
子
而
之
舜
、
謳
歌
者
不
謳
歌
堯
之
子
而
謳
歌
舜
）」
と

あ
る
。

7　
『
禮
記
』（
孔
子
間
居
）
に
よ
る
。「
三
代
の
王
者
が
天
下
を
治
め
る

さ
い
、
ま
ず
父
祖
の
代
に
評
判
が
あ
が
っ
た
（
三
代
之
王
也
、
必
先
其

令
聞
）」
と
あ
る
。
こ
こ
の
「
三
代
」
は
、
鄭
玄
に
よ
る
と
夏
禹
、
殷

湯
、
周
文
で
あ
る
。
た
だ
し
「
訓
義
」
は
周
文
王
で
は
な
く
武
王
と
理

解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

8　
「
萬
邦
之
方
」
は
「
皇
矣
」（『
毛
詩
』
大
雅
・
文
王
之
什
）
の
句
。

鄭
箋
は
「
方
」
を
「
郷
（
向
か
う
）」
と
訓
じ
「（
万
国
が
集
ま
っ
て
来

る
国
と
な
っ
た
）
爲
萬
國
之
所
郷
」
と
す
る
。
つ
ま
り
「
朝
覲
」
の
意

で
あ
る
。

9　
「
虞
芮
質
厥
成
」
は
「
緜
」（『
毛
詩
』
大
雅
・
文
王
之
什
）
の
句
。

「
虞
芮
」
は
隣
接
す
る
二
国
の
名
。「
毛
傳
」
に
よ
る
と
「
質
」
は
成
し

遂
げ
る
こ
と
、「
成
」
は
公
平
。
両
国
は
境
界
を
争
っ
て
い
た
が
文
王

に
感
化
さ
れ
て
争
い
を
や
め
た
。
つ
ま
り
「
獄
訟
」
の
こ
と
で
あ
る
。

10　
「
下
民
之
王
」
は
前
出
『
毛
詩
』「
皇
矣
」（
注
8
）
の
句
。

萬
章
下

集
大
成
也
者
、
金
聲
而
玉
振
之
也
。
金
聲
也
者
始
條
理
也
、
玉
振
之
也
者

終
條
理
也
。

乾
之
爲
卦
、
聖
人
之
分
也
。
其
位
則
直
西
北
之
維
、
而
於
物
爲
金
玉
。

金
者
陰
精
之
純
、
而
生
乎
西
、
其
材
從
革
、
其
聲
始
隆
而
終
殺
。
聖
人
鏗

之
以
爲
鐘
、
以
譬
道
之
用
也
。
玉
者
陽
精
之
純
、
而
生
乎
北
、
其
材
不

變
、
其
聲
清
越
以
長
、
而
無
隆
殺
。
聖
人
戞
之
以
爲
磬
、
以
譬
道
之
體

也
。古

之
作
樂
、
鏗
金
以
始
之
、
戞
玉
以
終
之
。
聖
人
始
則
出
道
之
用
以
趨

時
、
而
有
金
聲
之
象
。
終
則
反
道
之
體
以
立
本
、
而
有
玉
振
之
象
。
在
易

鼎
之
六
五
資
剛
以
趨
變
、
而
其
象
爲
金
鉉
。
上
九
剛
實

a
以
不
變
、
而
其

象
爲
玉
鉉
。
金
鉉
象
聖
人
之
趨
時
、
玉
鉉
象
聖
人
之
立
本
。
亦
金
聲
而
玉

振
之
之
意
也
。
易
曰
成
言
乎
艮
、
又
曰
終
萬
物
始
萬
物
莫
盛
乎
艮
。
則
始

而
不
終
、
不
足
以
爲
成
、
終
而
不
始
、
亦
不
足
以
爲
成
。
集
大
成
也
者
、

金
以
成
徳
、
孔
子
集
道
之
全
以
大
成
邪
。

孟
子
論
四
聖
人
之
聲
、
而
玉
振
之
者
、
終
始
具

b
故
也
。
蓋
金
聲
則
或

洪
或
纎
、
所
以
條
理
於
其
始
、
利
用
之
道
也
。
玉
振
則
終
始
如
一
、
所

以
條
理
於
其
終
、
成
徳
之
道
也
。
伯
夷
、
伊
尹
、
柳
下
惠
之
行
、
足
於
成

徳
、
不
足
於
利
用
。
故
能
清
者
不
能
任
、
能
任
者
不
能
和
。
孔
子
之
行
、
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非
特
足
於
成
徳
、
又
足
於
利
用
。
故
或
清
、
或
任
、
或
和
、
適
時
而
已
。

是
金
聲
者
、
孔
子
之
事
、
玉
振
之
者
、
伯
夷
伊
尹
柳
下
惠
之
事
也
。
以
金

聲
爲
始
條
理
、
則
終
未
必
不
然
。
以
玉
振
之
爲
終
條
理
、
則
始
未
必
然
。

是
善
終
者
未
必
善
始
、
而
善
始
者
未
必
不
善
終
。
斯
三
聖
所
以
善
終
不
善

始
。
而
孔
子
所
以
集
大
成
而
終
始
之
也
。
然
大
成
若
缺
、
豈
非
能
不
自

大
、
故
能
成
其
大
邪
。
自
制
行
之
殊
觀
之
、
三
聖
未
嘗
不
與
孔
子
異
。
自

易
地
而
處
觀
之
、
孔
子
未
嘗
不
與
三
聖
同
。
道
歳
也
、
聖
人
時
也
、
以
異

而
同
而
已
。

［
校
勘
］

a　
「
剛
實
」　

方
濬
師
本
「
剛
寶
」
に
作
る
。

b　
「
終
始
具
」　

方
濬
師
本
「
終
始
其
」
に
作
る
。

［
訳
］集

大
成
す
と
は
、
金
聲
し
て
こ
れ
を
玉
振
す
る
な
り
。
金
聲
す
と
は
條

理
を
始
む
る
な
り
。
こ
れ
を
玉
振
す
と
は
條
理
を
終
ふ
る
な
り
。

乾
の
卦
の
性
質
は
、
聖
人
に
相
当
し
、
そ
の
方
位
は
ぴ
っ
た
り
西
北
の
隅

で
1
、
物
質
で
は
金
と
玉
に
当
た
る

2
。
金
は
陰
の
精
の
純
粋
な
も
の
で
あ

り
、
西
方
で
生
ま
れ
る
。
材
質
は
自
在
に
形
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
発
す

る
音
響
は
初
め
は
大
き
く
盛
り
上
が
り
、
最
後
に
は
減
衰
し
て
消
え
る
。
聖

人
は
こ
れ
を
打
っ
て
楽
器
の
鐘
と
し
、「
道
の
用
」
に
な
ぞ
ら
え
た
。
玉
は

陽
の
精
の
純
粋
な
も
の
で
あ
り
、
北
方
で
生
ま
れ
る
。
材
質
は
け
っ
し
て
変

化
す
る
こ
と
が
な
く
、
発
す
る
音
響
は
澄
み
き
っ
て
長
く
持
続
し
、
大
き
く

な
っ
た
り
減
衰
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
。
聖
人
は
こ
れ
を
叩
い
て
楽
器
の

磬
と
し
、「
道
の
体
」
に
な
ぞ
ら
え
た

3
。

古
代
の
音
楽
の
演
奏
は
、
金
を
打
っ
て
始
め
、
玉
を
叩
い
て
終
っ
た
。

聖
人
は
、
初
め
は
「
道
の
用
」
か
ら
出
発
し
て
時
勢
に
従
い
、
金
の
音
響
を

体
現
す
る
。
最
後
は
「
道
の
体
」
に
戻
っ
て
根
本
を
確
立
し
、
玉
を
鳴
ら
す

あ
り
さ
ま
を
体
現
す
る
。『
易
』
の
鼎
卦
の
「
六
五
」
で
は
、
剛
強
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
変
化
に
従
う
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
象
を
「
金
鉉
」
と
し
て

い
る

4
。「
上
九
」
で
は
、
剛
実
で
変
わ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
述
べ
、
そ

の
象
を
「
玉
鉉
」
と
し
て
い
る

5
。
つ
ま
り
「
金
鉉
」
は
聖
人
が
時
勢
に
従

う
こ
と
で
あ
り
、「
玉
鉉
」
は
聖
人
が
根
本
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
た
「
金
声
し
て
こ
れ
を
玉
振
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
易
』
に

「
艮
で
完
成
す
る

6
」「
万
物
を
始
め
、
万
物
を
終
え
る
に
、
艮
よ
り
盛
ん
な

卦
は
な
い

7
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
始
ま
っ
て
終
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
「
成

る
」
と
は
い
え
な
い
し
、
終
っ
て
始
ま
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
た

「
成
る
」
と
は
い
え
な
い
。「
集
大
成
」
と
は
、
金
に
よ
っ
て
徳
を
完
成
し
、

孔
子
が
道
の
完
全
な
る
も
の
を
「
集
め
て
大
成
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。孟

子
は
四
人
の
聖
人
の
声
望
を
論
評
し
た
が
、「
こ
れ
を
玉
振
す
る
」
と

は
、
終
始
が
完
備
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
金
声
」
は
、
時
に
強
大
で
あ

り
、
時
に
繊
細
で
あ
り
、
事
の
最
初
に
条
理
を
与
え
る
た
め
の
も
の
、
つ
ま

り
臨
機
応
変
に
運
用
す
る
道
の
こ
と
で
あ
る
。「
玉
振
」
は
最
初
か
ら
最
後

ま
で
音
の
響
き
は
均
一
で
あ
り
、
事
の
最
後
に
条
理
を
与
え
る
た
め
の
も
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の
、
つ
ま
り
徳
を
完
成
す
る
道
の
こ
と
で
あ
る
。
伯
夷
、
伊
尹
、
柳
下
恵

の
行
為
は
、
徳
を
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
現
実
の
用
途
に
は
足
り
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
清
廉
で
は
あ
り
え
て
も
実
際
の
職
務
を
担
当
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
り
、
職
務
を
担
当
で
き
て
も
他
者
と
協
和
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
し
た

8
。
孔
子
の
行
為
は
、
た
だ
徳
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

だ
け
で
な
く
、
現
実
社
会
の
効
用
に
も
益
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る

と
き
は
清
廉
で
、
あ
る
と
き
は
職
務
に
励
み
、
あ
る
と
き
は
周
囲
と
協
調

し
、
時
宜
に
応
じ
て
ふ
る
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
金
声
す
る
」
と
は

孔
子
の
こ
と
で
あ
り
、「
こ
れ
を
玉
振
す
る
」
と
は
、
伯
夷
、
伊
尹
、
柳
下

恵
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。「
金
声
」
に
よ
っ
て
事
の
最
初
に
条
理
を
与
え
る

な
ら
、
最
後
が
そ
の
よ
う
で
な
い
わ
け
が
な
い
。
し
か
し
「
こ
れ
を
玉
振
す

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
事
の
最
後
に
条
理
を
与
え
る
と
し
て
も
、
最
初
が
そ
の

よ
う
だ
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
最
後
を
よ
く
す
る
者
が
必
ず
し
も
最
初

が
よ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
初
を
よ
く
す
る
者
が
終
わ
り
を
よ
く
し

な
い
は
ず
が
な
い
の
だ
。
か
の
三
聖
人
が
終
わ
り
は
よ
か
っ
た
が
初
め
が
不

遇
で
、
い
っ
ぽ
う
孔
子
が
集
大
成
し
て
終
始
と
も
よ
く
し
た
の
は
そ
う
い
う

理
由
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
大
成
は
欠
け
た
る
が
ご
と
し

9
」
で
あ
る

か
ら
、
お
そ
ら
く
自
分
自
身
を
誇
ら
ず
に
い
ら
れ
た
の
で
大
成
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
行
動
の
違
い
の
点
で
い
う
と
、
三
聖
人
は
孔
子
と
違
う
こ
と
を
し
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
「
立
場
を
変
え
て
み
る

10
」
と
い
う
観
点

か
ら
考
え
る
な
ら
、
孔
子
は
け
っ
し
て
三
聖
人
と
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
道
は
一
年
の
全
体
で
あ
り
、
聖
人
は
個
々
の
季
節
な
の
で
あ
る
。
異
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
な
の
で
あ
る
。

［
注
］1　

『
周
易
』（
説
卦
傳
）
に
「
乾
は
西
北
の
卦
で
あ
る
（
乾
西
北
之
卦

也
）」
と
あ
る
。

2　
『
周
易
』（
説
卦
傳
）
に
「
乾
は
…
…
玉
で
あ
り
金
で
あ
り
（
乾
…
…

爲
玉
、
爲
金
）」
と
あ
る
。

3　

冒
頭
の
「
乾
之
爲
卦
」
以
下
、
類
似
の
文
章
が
「
周
禮
訓
義
」（
巻

五
十
二
）
に
見
え
る
。「
乾
之
爲
卦
、
位
乎
西
北
之
維
、
而
於
物
爲
金

玉
。
金
陰
精
之
純
、
而
直
乎
西
、
其
材
從
革
、
其
聲
始
隆
而
終
殺
。
先

王
鏗
之
以
爲
鐘
。
玉
陽
精
之
純
、
而
直
乎
北
、
其
材
不
變
、
其
聲
清
越

以
長
、
而
無
殺
。
先
王
戞
之
以
爲
磬
」
と
あ
り
、
語
句
に
出
入
り
が
あ

る
が
趣
旨
は
同
じ
で
あ
る
。

4　
『
周
易
』
鼎
卦
、
六
五
の
爻
辞
に
「
鼎
、
黄
耳
金
鉉
あ
り
、
貞
に
利

あ
り
」
と
あ
り
、
象
傳
に
は
「
鼎
、
黄
耳
あ
る
は
、
中
以
て
實
と
爲

す
」
と
あ
る
。「
剛
を
資
り
て
以
て
變
に
趨
く
」
と
い
う
「
訓
義
」
の

説
と
は
一
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

5　
『
周
易
』
鼎
卦
の
上
九
爻
辞
に
「
鼎
、
玉
鉉
あ
り
、
大
吉
、
利
あ
ら

ざ
る
な
し
」
と
あ
り
、
象
傳
に
は
「
玉
鉉
、
上
に
在
り
、
剛
柔
節
す
」

と
あ
る
。「
剛
實
に
し
て
以
て
變
ぜ
ず
」
と
い
う
「
訓
義
」
の
説
と
は

一
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

6　
『
周
易
』（
説
卦
傳
）
に
「
艮
で
完
成
す
る
（
成
言
乎
艮
）」
と
あ
る

の
に
よ
る
。

7　
『
周
易
』（
説
卦
傳
）
に
「
万
物
を
終
え
万
物
を
始
め
る
も
の
、
艮
よ
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り
盛
ん
な
も
の
は
な
い
（
終
萬
物
始
萬
物
者
、
莫
盛
乎
艮
）」
と
あ
る

の
に
よ
る
。

8　
「
清
」「
任
」「
和
」
は
、
孔
子
以
外
の
三
聖
人
に
対
す
る
評
語
で
、

本
章
の
『
孟
子
』
の
上
文
に
見
え
る
。「
伯
夷
は
聖
人
の
中
の
〈
清
〉

な
る
者
で
あ
る
。
伊
尹
は
聖
人
の
中
の
〈
任
〉
な
る
者
で
あ
る
。
柳
下

恵
は
聖
人
の
中
の
〈
和
〉
な
る
者
で
あ
る
（
伯
夷
聖
之
清
者
也
、
伊
尹

聖
之
任
者
也
、
柳
下
惠
聖
之
和
者
也
）」
と
あ
る
。

9　
『
老
子
』（
王
弼
本
四
十
五
章
）
の
語
。「
完
成
し
た
も
の
は
欠
陥
が

あ
る
よ
う
に
見
え
、
そ
の
作
用
は
無
尽
蔵
で
あ
る
（
大
成
若
缺
、
其
用

不
弊
）」
と
あ
る
。

10　
「
易
地
」
は
地
位
を
取
り
か
え
る
こ
と
で
、『
孟
子
』（
離
婁
章
句
下
）

に
、
禹
と
后
稷
と
顔
回
の
事
跡
を
論
じ
た
箇
所
に
見
え
る
句
。
治
水
に

奔
走
し
た
禹
、
農
事
に
精
励
し
た
后
稷
、
路
地
裏
で
清
貧
を
貫
い
た
顔

回
も
「
道
を
実
践
す
る
と
い
う
点
は
共
通
で
あ
り
（
同
道
）」、「
立
場

が
代
わ
れ
ば
み
な
同
じ
事
を
し
た
は
ず
だ
（
禹
、
稷
、
顏
子
、
易
地
則

皆
然
）」
と
あ
る
。
こ
こ
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

始
條
理
者
、
智
之
事
也
。
終
條
理
者
、
聖
之
事
也
。
智
、
譬
則
巧
也
。

聖
、
譬
則
力
也
。
由
射
於
百
歩
之
外
也
。
其
至
爾
力
也
、
其
中
非
爾
力
也
。

條
則
有
數
而
不
可
紊
、
理
則
有
分
而
不
可
易
。
聖
人
之
於
道
、
條
理
於

其
始
、
則
利
用
而
不
惑
、
智
之
事
也
。
以
譬
則
巧
也
。
條
理
於
其
終
、
則

篤
於
成
徳
而
不
變
、
聖
之
事
也
。
以
譬
則
力
也
。
力
出
於
人
而
有
極
、
則

發
而
有
所
至
、
由
射
至
於
百
歩
之
外
也
。
巧
出
於
天
而
不
窮
、
則
至
而
有

所
中
、
猶
射
中
於
百
歩
之
外
也
。

夷
、
惠
、
伊
尹
之
於
道
、
能
至
不
能
中
。
孔
子
則
能
至
且
中
矣
。
蓋
能

至
者
射
之
善
、
而
能
至
能
中
者
備
其
善
者
也
。
能
清

a
能
任
能
和
者
、
聖

之
善
、
而
能
時
者
備
其
善
者
也
。

射
始
於
古
、
至
羿
逢
蒙
然
後
善
於

b
中
。
清
任
和
行
於
三
聖
、
至
孔
子

然
後
善
於
時
。
豈
非
三
聖
立
道
之
體
。
道
始
於
金
聲

c
而
玉
振
之
、
取
諸

存
乎
樂
者
明
之
。
終
於
巧
力
之
射
、
取
諸
存
乎
禮
者
明
之
。
蓋
禮
樂
法
而

不
説
。
惟
法
也
、
衆
人
共
由
之
、
惟
不
説
也
、
天
下
之
至
賾
存
焉
。

樂
書
卷
第
九
十
四

d

［
校
勘
］

a　
「
能
清
」　

国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
、
四
庫
全
書
本
、
方
濬
師
本
い
ず

れ
も
「
能
時
」
に
作
る
。
こ
こ
は
『
孟
子
』
本
文
の
「
伯
夷
聖
之
清
者

也
、
伊
尹
聖
之
任
者
也
、
柳
下
惠
聖
之
和
者
也
」
に
対
応
す
る
の
で
、

底
本
の
「
能
清
」
が
正
し
い
。

b　
「
善
於
中
」　

四
庫
全
書
本
「
善
于
中
」
に
作
る
。

c　
「
始
於
金
聲
」　

四
庫
全
書
本
「
始
于
金
聲
」
に
作
る
。

d　
「
樂
書
巻
第
九
十
四
」　

国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
「
樂
書
巻
第
九
十
四

終
」、
四
庫
全
書
本
「
樂
書
巻
九
十
四
」、
方
濬
師
本
「
樂
書
巻
九
十
四

終
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
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［
訳
］條

理
を
始
む
る
は
智
の
事
な
り
。
條
理
を
終
ふ
る
は
、
聖
の
事
な
り
。

智
は
、
譬
へ
ば
則
ち
巧
な
り
。
聖
は
、
譬
へ
ば
則
ち
力
な
り
。
由
ほ
百
歩

の
外
よ
り
射
る
が
ご
と
き
な
り
。
其
の
至
る
は
爾
の
力
な
り
。
其
の
中
る

は
爾
の
力
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

〈
条
〉
に
は
〈
数
〉
が
あ
り
、
こ
れ
を
乱
す
こ
と
は
で
き
な
い
。〈
理
〉
に

は
〈
分
〉
が
あ
り
、
こ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

1
。
聖
人
の
〈
道
〉

に
お
け
る
あ
り
か
た
は
、
出
発
点
に
〈
条
理
〉
が
あ
る
の
で
、
現
実
の
事
業

に
活
用
し
て
惑
う
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
が
〔
孟
子
が
言
う
〕「
智
の
事
な
り
」

で
あ
り
、「
譬
へ
ば
則
ち
巧
（
技
術
）」
で
あ
る
。
最
後
に
〈
条
理
〉
が
あ
る

の
で
、
徳
を
完
成
す
る
こ
と
に
集
中
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
が

〔
孟
子
が
言
う
〕「
聖
の
事
な
り
」
で
あ
り
、「
譬
へ
ば
則
ち
力
（
腕
力
）」
で

あ
る
。
腕
力
は
人
の
生
来
に
由
来
す
る
の
で
限
界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
矢
を

射
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
届
く
距
離
が
違
う
。
矢
を
射
て
百
歩
離
れ
た
所
に
ま

で
届
く
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
技
術
は
自
然
の
法
則
に
由
来
す
る
も
の
で
、
限

界
が
な
い
。
そ
の
た
め
矢
が
到
達
し
て
命
中
す
る
の
で
あ
る
。
矢
を
射
て
百

歩
離
れ
た
的
に
当
た
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

伯
夷
、
柳
下
恵
、
伊
尹
の
〈
道
〉
に
お
け
る
あ
り
か
た
は
、〔
聖
人
と
し

て
の
も
っ
て
生
ま
れ
た
力
が
あ
っ
た
の
で
〕
届
く
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、

命
中
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
孔
子
は
と
い
え
ば
、
到
達
し
た
し
、
命
中
し

た
の
で
あ
る
。
届
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
射
撃
の
す
ぐ
れ
た
者
で
あ

り
、
届
い
て
さ
ら
に
命
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
射
撃
の
わ
ざ
を
完
全

に
身
に
つ
け
た
者
で
あ
る
。〔
伯
夷
の
よ
う
に
〕
清
廉
で
あ
っ
た
り
、〔
伊

尹
の
よ
う
に
〕
責
任
を
持
っ
て
重
職
を
ま
っ
と
う
し
た
り
、〔
柳
下
恵
の
よ

う
に
〕
協
調
性
に
秀
で
た
資
質
は
、
聖
人
の
中
の
す
ぐ
れ
た
者
な
の
だ
が
、

〔
孔
子
の
よ
う
に
〕
時
宜
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
聖
人
と
し
て

の
す
べ
て
の
長
所
を
兼
備
し
た
者
で
あ
る

2
。

射
撃
の
技
術
は
太
古
に
始
ま
っ
た
が
、
羿
と
逢
蒙

3
に
至
っ
て
命
中
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
清
廉
や
責
任
や
調
和
の
徳
は
三
聖
人
の
時
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
の
だ
が
、
孔
子
に
至
っ
て
そ
の
時
宜
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三

聖
人
が
〈
道
の
体
〉
を
創
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
初
め

に
「
金
声
し
て
之
を
玉
振
す
」
と
い
う
比
喩
で
述
べ
た
の
は
、
音
楽
に
現
れ

る
も
の
を
た
と
え
と
し
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
射
撃

の
技
術
と
腕
力
の
比
喩
を
用
い
た
の
は
、
儀
礼
に
現
れ
る
も
の
を
た
と
え
と

し
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
礼
楽
は
、
規
範
は
あ

る
が
言
葉
で
は
説
明
し
な
い

4
」
と
い
う
。「
規
範
は
あ
る
」
も
の
は
、
人

み
な
そ
れ
を
共
有
す
る
が
、「
言
葉
で
は
説
明
し
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、

世
界
の
も
っ
と
も
奥
深
い
も
の

5
が
そ
こ
に
あ
る
の
だ
。（

樂
書
巻
第
九
十
四
）

［
注
］1　

『
孟
子
』
の
孫
疏
に
「
條
則
有
數
而
不
紊
、
理
則
有
分
而
不
可
易
也
」

と
、
こ
こ
と
酷
似
す
る
句
が
見
え
る
。

2　

こ
の
一
節
（
原
文
の
「
蓋
能
至
」
か
ら
「
善
者
也
」
ま
で
）
は
、
孫




